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1. はじめに

ここ 10年ほどの間に、マンサク類の菓枯れ病が全国的に拡大している 。 この菓枯れ病は菌

（カビの一種）によ って 引き起こされると推測されているが、はっきりとした原因は判ってい

ない。この原因不明の病気は 5月の上旬頃から発生しはじめ、初期症状は莱の基部周辺の一部

が褐色に変化するが、数日から 一週間程度で褐色部分が全体に広がる進行の早い病気である（写

真 l、写真 2)。

1998年に愛知県で発生した ものが最初の確認例とされているが、現在では、晶知県から福島

県まで被害が確認されており、芦生研究林でも 2007年頃か ら被害が 目立 ち始めた。 この葉枯

れ病は野生種だけでなく園芸種にも広がっており、マンサクを“ネソ”と呼び木の結束などに

珍重する地域では、この病気によるマンサクの減少が危惧されている 。年々拡大する被害を少

しでも把握することを目的に今回の調査を行った。

写真 1 莱枯れ病の初期段階 写真 2 葉枯れ病の末期状態

2. 調査地と調査方法

比較的短時間で広範囲を調査できる由良川源流部の上谷歩道沿い（谷から見える斜面を含む）

を調査地に設定し、そこに生育するマルバマンサクを対象樹木に 2009年 8月 17日に調査を行

った。調査地は天然生林主体の上谷流域の谷部で、上谷歩道は長治谷作業所から杉尾峠までの

全長約 4km、標扁 640m~760mの比較的なだらかな緩傾斜地をなしている。調査方法は葉枯

れ病の発生状況を葉の目視により判別し、病気の進行度合いに応じて 3つに区分した。

3. 結果・考察

葉枯れ病の進行状況を樹幹全体の菓がほとんど枯れているもの（全感染）、 一部は枯れている

が正常な葉も残っているもの（一部感染）、感染のないもの（正常）の 3段階に区分した（図 1)。

調査地に生育しているマルバマンサクは全 39本であり、それぞれの内訳は全感染が 6本（全

体の 15.4%）、一部感染が 33本（同 84.6%）、正常なもの（同 0%）が 0本であった。調杏地

内のマルバマンサクはそれほど多いものではないが、そのすべてが葉枯れ病に感染していた。

この調査結果から病気の蔓延が確認された。本調査では一部感染が約 85％と高く、菓を付けて

いる個体が多数を占めていた。一度感染を受けると遅かれ早かれ全体に広がるという葉枯れ病
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図 l マルバマンサク 葉枯れ病の割合

の特徴 を考えると、この調査の数 H

後には健全な葉数が減少 し樹木 の衰

弱が早まると考えられる 。

また 、マルバマンサクを合めたほ

とんどの樹木は、 一度何 らかの障害

を体に受けて 木が衰弱すると 、 もう

一度葉を展開 するという 性質を持つ

が、今回調査を行った 8月は一度目

の展葉と二度 目の展菜が両方枯れて

いるのが確認され、この状況では個

体の衰弱はい っそう進行するであろ
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さらに下の写真 3のような側芽が

イボ状に肥大した虫えい（マンサクメイボフ シ） （薄葉 2003) がいくつか見られ、こ の影響で

翌年の 正常 な芽及び葉の数が減少 し、ますます個体の衰弱か進行する 可能性 もある。あるいは 、

この虫えい形成者であ るマンサクイホフシアプラ ムシの体内 にこの菓枯れ病を 引き起こす病原

体が存在 し、 マンサク との接触によって病気が発症することも考え られる 。

4 ・おわりに

今同の調杏は 8月中 の 1μのみであり 、

この病気の発生開始であ る 5月か らの経綺

が把握できてし なヽし 、C さらに詳細なデータ

を得る ために は、制気の発生閲始頃からの

継続的な調査 ・観空 が必要である。

また芦生研究林 に生育するマンサクの薬

枯れ病 を把梶するためには調査面積やテー

タ量を 増やさなければならな い。今後デー

タを諮柏するこ とで詳細 な報店ができれば

と考えて いる。 写真 3 マンサクメイボフシ
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